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17.プロパルス リンの生体内における消長 殺虫剤に関する研究 節8報1) 中西芙田夫,加稚安
2,古田酉弥.三浦誠二 (吉富製糸株式会社 研究所)46.5.10.受理
新しい菊想誘導体,2-methy1-早-(2-propynyl)-3-furylmethy12,2-dimethyl-3-(2lmethy1-1-














防 虫 科 学 節 36 巻-ⅠⅠⅠ









































































































l l I I






































































































































































防 虫 科 学 郡 36 巻-ⅠⅠⅠ
2) 中西災四大.向井俊彦 :特許公和 昭45-7069.
3) 巾四共7tJIX･.和田呼.安部宏三.稲桝障61.向非
俊彦 :yJ'山村学.35,91(1970).













































18.各種殺虫剤のツマグロココバイおよびクモ矧 こ対する選択性 川原1-i･:'夫,桐谷虫敵 役波
除文 (高知払出林技術研死所)46.5.6.受理
ツマグロココバイとその捕食性天敵であるクモ類に対する各種ニカメイガ, ウンカ･ヨコバイ剤
の比較感受性をしらべ.ツマグロヨコバイに有効で, クモ類に好餌の少ない殺虫剤を選択し, 田場
で具体的に応用した.その結果をもとにして縫合防除との関連で考究した.
ニカメイガ防除のためのBHC剤の施用はウンカ･
ヨコバイ類の韮要な天敵であるクモ類を殺し,そのた
めにかえって ヨコバイ額の相加をきたした1,2).これに
対しあらたに使用されだしたマラソンなどの殺虫剤に
対しても抵抗性が発達した事例は各地でみ られてい
が 一1･8). このことは一方でつねにヨコバイの増殖条件
をつくりながらまた別の殺虫剤で防除し.抵抗性の発
辺を助良するという矛盾した対策がとられていたこと
に他ならない.このような滞在害虫の害虫化,害虫の
蛇抗性の班柑1･り )など良薬の乱用によって派生するい
ろいろな副次的要田を仙 L:するためにはそれぞれの作
物のiL!恐系を組N柳ことらえ,まずその作物とその地
城における_7TEW.1F出.水稲ではおもにニカメイガの防
除法について根本的に'fTi検討する必要があると思われ
る.
近年,世界各地で害虫の総合防除について具体的事
例が提出され7.8･9,10),なかでも天敵類の有効な利用の
重要性が強調されているが.殺虫剤と天敵を組合わせ
た防除を試みる場合,害虫と天敵の殺虫剤に対する感
受性を比較検討し,害虫には有効で天敵籾には膨芯の
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